
平成２９年度相談に係るワーキンググループ経過報告について   資料３ 

 

2017（平成 29）年度 第 3回 相談支援体制に係るワーキンググループ活動報告 

日 時 2017（平成 29）年 11月 27日（水） 13時 30分～15時 00分 

場 所 寒川町役場電算会議室 

出席者 中野委員（座長）、牧野委員、小川原委員、山本委員、石川委員 

事務局 千野、木内、竹内、（寒川町福祉課） 

佐藤、斉藤（ゆいっと）  安田、木下（すまいる） 

議事 

1. 検討事項 

 

（１）アンケート集計まとめ（案）について ※資料 2参照 

� 「解決に困った相談の内容（事例）」については、【主訴（相談内容）】【対応（どう対応した

か？）】【結果（どう解決したか？解決できなかったか？）】等のカテゴリー分けしてまとめ

る。 

� 自治会・民生委員としては具体的な事例に関心が高い。しかし、内容によって匿名性が担保

されない可能性がある。各定例会は情報全公開であるため、具体的な事例や回答者分類等は、

今後の「相談支援のつながり作り」の中で個別に活用していく。 

� 文字だけではなく数値をグラフ化したり、文字サイズを大きくする等、読みやすいよう修正。 

� 最後の結論については 、①～④の文章にキャプションを付け、優先順位ごとに並び替える。

その際、①は最後にして「みなさんと話し合って、つながりを作っていきたい。」というメ

ッセージを盛り込んでいく。 

 

【まとめ】 

� 「アンケート集計まとめ」は、話し合った内容を元に事務局で再編集。次回ワーキンググル

ープまでにメールで共有する。 

 

（２）相談支援のつながり作りのための企画について 

� ニーズのあるテーマを設け、困っていることを出し合い、アイディアを出し合う機会がある

とよい。自治会・民生委員では「防災」「空き家」「ごみ屋敷」、保育士では「発達障害」等

の関心が高い。 

� 自治会や民生委員は地域での役割も多く、定例会以外の場を設定しても参加は難しいと思わ

れる。我々が出向いていくことで敷居が下がるが、その分、メンバーの人員確保が課題。 

� 学びの研修や啓蒙啓発は、先方からニーズが出てきてからの方が効果的。活動を通じて促し

ていけるとよい。 

 

【まとめ】 

� 関心の高いテーマ（防災や発達障害等）を設定した情報交換会：年 1～2回 

� 自治連定例会、民生委員定例会に出向いて情報交換：年 1～2回 

⇒3ヵ月に 1回は何か取り組みがあるペースで、無理のない範囲で開催していく。 



2. その他 

� 次回以降、座長を中野委員から牧野委員へ交代。 

 

3. 次回ワーキンググループ日程 

平成 30年 1月 16日（月）13:00～14:30 寒川町役場 議会第１会議室 

� 来年度実施へ向けた具体的な年間スケジュールを詰め、平成 30 年 2 月 2 日（金）自立支援

協議会で報告する。 

 

 



2017（平成 29）年度 第 4回 相談支援体制に係るワーキンググループ活動報告 

日 時 2018（平成 30）年 1月 16日（火） 13時 00分～14時 30分 

場 所 寒川町役場電算会議室 

出席者 小川原委員、山本委員、石川委員、大西委員、山根委員、森会長（順不同） 

事務局 千野、木内、竹内、塩原（寒川町福祉課） 

佐藤（ゆいっと）  安田、木下（すまいる） 

議事 

（１）アンケート集計まとめ 修正案について（「資料２」参照） 

� 内容や表記等について確認し、修正が必要な箇所について議論を行った。 

  ⇒提案された修正個所を事務局で再度訂正し、次回自立支援協議会で他の委員の方のご意見 

をいただき完成を目指すこととする。 

 

（２）相談支援のつながり作りのための企画について 

①２０１７年度内の活動について 

� 自治会連合の会合への参加 

 ○日時 ：2018年 2月 16日（金）13:30～ 

 ○参加者：森会長、その他は今後調整 

� 民生委員の会合への参加 

 ○日時 ：2018年 3月 14日（水）9:30～ 

 ○参加者：森会長、その他は今後調整 

②２０１８年度の活動について（「資料３」参照） 

(ア) 5～7月頃 ：自治会役員を対象とした取り組み（会合へ参加） 

(イ) 8月頃   ：保育・教育担当者を対象とした取り組み 

(ウ) 9～11月頃：民生委員の方を対象とした取り組み（会合へ参加） 

(エ) 12～2月頃：福祉サービス関係者、地域の支援者を対象とした取り組み 

  ⇒まずは、（ア）（イ）（ウ）を優先的に取り組んでいけるとよい。 

⇒自治会の役員は４～５月に改選となり、新たな役員に知識を得ていただく機会を早めに 

 作ることを考えると、できれば新年度早い時期に取り組めると良い。 

⇒企画案の内容およびスケジュールを今年度の自立支援協議会にて承認いただき、来年度 

初旬（第１回協議会の開催前）に動き出せるような準備ができると効果的と考えられる。 

 

（３）今後の予定 

①2018 年 2 月 2 日（金）に開催される自立支援協議会で、ワーキンググループでの検討経

過とアンケート結果まとめ、来年度の企画案について意見交換および検討できるようにす

る。 

  ②自治会連合会、民生委員定例会の出席については、自立支援協議会の意見交換を踏まえ 

ワーキンググループの委員および事務局で調整する。                                 

 



２０１８年度 相談支援のつながり創り企画及びスケジュール（案） 

 

時 期 対 象 内  容 備 考 

５～７月 
自治会役員の方 

（会合への参加） 

○防災の備えについて 

○収集癖のある方について 

 

８月 保育・教育の担当者 

○発達が気になる子どもの支

援について 

○発達障害について 

 

９～１１月 

民生委員の方 

（会合への参加） 

 

○精神疾患について 

○発達障害の支援について 

 

 

１２月～ 

２月 

福祉サービスの関係者 

（高齢者・障害者の支援

の関係者） 

地域の支援者 

○家族の支援について 

○認知症の方への対応につい

て 
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